
「しずおかアダプトロードプログラム」実施要領

(目的)

第１条  この要領は、しずおかアダプトロードプログラム(以下｢この制度｣という｡)について必要な事項を定めることにより、県が管理する道路を含む一定の区間において、住民や道路利用者が道路の美化団体として、清掃、除草等の活動を通じて、地域に対する愛着や誇りを育み、住民と道路管理者との協働によるより豊かで快適な道路空間を創造することを目的とする。

(美化団体)

第２条  この制度において、道路の美化団体（以下「美化団体」という。）とは、団体、学校、企業の別を問わず、次条に定める対象箇所において第４条の活動を行う者として、第５条により土木事務所長(以下｢所長｣という｡)が認定した者をいう。

(対象箇所)

第３条  対象箇所は、県が管理する道路を含む箇所であって、美化団体と所長が協議して定めるものとする。

２  道路延長は、概ね100メートル以上であることが望ましい。

３  道路区域外の部分を対象箇所とする場合は、当該土地の所有者の同意が得られる部分に限るものとする。

(活動)

第４条  美化団体の活動（以下「美化活動」という。）は、次の各号に掲げるものとする。

(1) 歩道、路肩及び法面の清掃、除草、枝払い等

(2) 花壇、フラワーポット等の草花の維持管理

(3) その他美化団体と道路管理者が同意形成したもの

(認定)

第５条  美化団体の認定は、時期を限定せず随時行うものとし、その手続は次項以下に定めるところによる。

２  美化団体の認定を受けようとする団体、学校、企業 (以下｢認定希望者｣という｡)は、様式第１号により、対象箇所を管轄する土木事務所に申し込む。

３  所長は、前項の申し込みがあった場合は、内容を審査し、この制度の目的に照らして適正と認めるときは、関係市町に協力を要請する。この場合において、所長、市町長及び認定希望者の三者の合意が成立したときは、しずおかアダプトロードプログラムに関する同意書(様式第２号を参考に各々定める。以下｢同意書｣という｡)を取り交わす。

４  認定希望者は、前項の同意書の成立をもって美化団体として認定されたものとみなす。

５  所長は、第３項の同意が成立したとき以外の場合は、美化団体として認定しないこととし、認定希望者あて、認定しない旨及びその理由を文書で通知する。

６  美化団体は、速やかに美化活動に参加する者のリストを作成し、所長に提出する。

７  所長は、美化団体の氏名又は名称、所在地、代表者の氏名、美化活動に参加する者の住所、氏名その他必要な事項を台帳に登録するとともに、美化団体の氏名又は名称を表示した認証プレート(アダプトサイン)を作成し、対象箇所のうち道路管理上支障のない場所に設置する。

８  美化団体は、所長の要請に基づき、活動計画及び活動実績を報告するものとする。

９  美化団体は、この制度による美化団体の認定解除を求めるときは、事前に所長に申し出て協議するものとする。

(道具等の支給)

第６条  所長は、美化活動を支援するため、同意書の活動内容に基づき、必要と思われる道具等を美化団体に支給することができるものとする。

２  道具等の支給は、同意書を取り交わした年度に、現物にて支給するものとする。なお、その道具等の購入に必要な経費は、美化団体一団体当たり１０万円以内とする。

３  前項により支給された道具等は、美化団体が適正に管理、使用しなければならない。

４  前条第３項の同意書の効力がなくなったときは、美化団体は所長から支給された道具を現状のまま返還するものとする。

(安全対策)

第７条  美化活動は、美化団体自身の判断と責任で行うことが原則であるが、所長は、美化活動支援のため、県の負担で美化団体の活動中の事故に対する傷害保険に加入するものとする。

２  前項の傷害保険に加入する際の資料とするため、美化団体は、第５条第６項のリストに変更が生じた場合は、速やかに所長にその旨を届け出なければならない。

(市町の協力)

第８条  この制度の適正で効果的な運用を図るため、所長は、この制度の運用について美化団体の所在する市町に必要な協力を要請し、協議するものとする。

(その他)

第９条  この制度の運用に際し、この要領によらない事項については、所長が定めるものとする。

附  則

この要領は、平成14年1月7日から施行し、平成13年度の事業から適用する。

    附  則

この改正は、平成16年8月9日から適用する。

この改正は、平成24年6月1日から適用する。

